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１．はじめに 

 近年，集中豪雨による浸水被害が増加しており，それに伴い都市部はもとより，地方においても雨水貯留管

などの対策工事が増えている． 
 日本ＲＣセグメント工業会で開発したコーンコネクター継手は，形状のスリム化改良や鉄筋サイズ毎の品揃

えなどの標準化を行なうことで，水関連のシールドトンネルを中心に，多くの物件で採用されてきた． 

 今回，さらに適用範囲を拡げるため，小口径・低桁高のセグメントに適用可能なＤ１３型コーンコネクター

を考案したので報告する． 
  
 
２．コーンコネクター継手の概要 

  コーンコネクター継手は， 
セグメント本体にアンカー 
鉄筋を介して埋設されてい 
るＦ金物およびＭ金物が， 
セグメントを軸方向にスラ 
イドさせることで挿入嵌合し締結が完了する継手方式であり，以下の特徴がある． 
１）組立時間の短縮：ワンパス施工であり，急速施工が可能である． 
２）内面が平滑なセグメント：継手がセグメントの側面に配置されるので，内面が平滑なトンネルを構築で

き，用途によっては二次覆工の省略も可能である．  
３）自動組立に適合：締結ボルトが不要となるため，セグメントの自動組立に適する． 
３．Ｄ１３型コーンコネクターの考え方 

 Ｄ１３型は小口径・低桁高セグメントに適用するため，鉄筋サイズＤ１３（SD345）相当の強度とし，コン
パクト化を図るためアンカー部を鋳物で一体化することとした． 
（１） 標準セグメントＣ１クラスへの適用 
 従来のコーンコネクターは継手アンカー部にネジ節鉄筋 
を固定し，引抜きに抵抗している．その定着長は，「シール 
ド工事用標準セグメント」に準拠し，鉄筋直径の１２倍程 
度としている．今回Ｄ１３型についても同様に１２Ｄとす 
ると，定着長が１６０mmとなり，標準セグメントのＣ１ 
クラスの小型のセグメントに納まる大きさとなる． 
（２） アンカー部の鋳物一体化について 
Ｄ１３型のアンカー部の鋳物一体化では，アンカー部の引抜きに対する定着について，２つの考え方に基 
づき，形状を設定した． 
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図-1 コーンコネクター継手概要図 

表-1 コーンコネクターラインナップ表 

図-2 Ｃ１セグメント継手納まり図 
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１２Ｄの表面積： 

１３×π×１２×１３×２＝１２７４２mm2 

付着板の表面積：(１１．５＋８．６)／２×５５＝１３０１０ｍｍ2 ＞１２７４２ｍｍ2  

①１２Ｄ案 
 従来タイプの考え方に準じて，アン 
カー部を定着長１２Ｄの鉄筋２本を模 
擬した形状とした．なお，節について 
も，異形棒鋼の形状と同様とした． 
②付着案 
 アンカー部についてセグメントへの 
取り付けを容易にするため，より単純 
でコンパクトな板状の付着板を検討し 
た．考え方としては，１２Ｄの鉄筋の 
場合と付着力が同等以上になるよう， 
付着板の形状を１２Ｄの表面積より大 
きくなる寸法に設定した． 
 
 
 
４．性能確認試験計画 

現在，上記の考え方に基づく継手の試作を進めており，下記の 
確認試験により，性能確認を進めていく予定である． 
（１） 単体引張試験 
 本体部分が必要強度を満たしているか確認することを目的とし 
て，単体引張試験を実施する．判定基準は，Ｄ１３鉄筋の耐力相 
当の荷重で金物が破壊しないこととし，嵌合部ならびにアンカー 
部の歪を評価する． 
（２）引抜試験 
 １２Ｄ案，付着案それぞれについて，所定の引抜き強度を有する 
か確認するために，継手を埋設したＲＣ平板供試体を製作し，金物 
の引抜試験を実施する．判定基準は，Ｄ１３鉄筋の耐力相当の荷重 
で金物が引き抜けないことし，試験ケースは１２Ｄ案，付着案の２ 
種類のアンカー部形状について，コンクリート強度を２水準 
（σck=42N/mm2、48N/mm2）として評価する． 
５．まとめ 

 小口径・低桁高セグメントに適用できる小型の継手として 
Ｄ１３型コーンコネクターを考案した．今後性能確認試験を 
実施し，実用化を進めていきたい． 
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図-5 単体引張試験要領図 

図-6金物引抜き試験要領図 

図-3 １２Ｄ案継手図 

図-4 付着案継手図 
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